
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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16,004

○放牧実践スクールの強化
・集落営農組織等の方に畜産経営に関する基礎知識を学んでもらい、放牧実施への不安を解消してもらう
○放牧牛バンクの登録拡大
・畜産農家へ繁殖牛をレンタルすことの効果（省力管理、増頭支援等）をアピール
○お試し放牧の拡大
・水田放牧に興味をもつ集落営農組織と地域の畜産農家とのマッチングを強化
○水田放牧の本格実施への支援強化
・地域に適した放牧実施計画の策定を支援
・繁殖牛を所有し畜産経営を開始する集落営農組織等への資金的、技術的支援の強化

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
・地域農業再生協議会（市町村、JA、関係団
体等）との認識共有

・県やJA等の畜産、水田、集落営農担当者の
連携による推進、サポート体制の構築

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

29.0

30年度 31年度年度 27年度

・水田放牧面積　115ha(H27)
・水田放牧に取り組む集落営農組織数：24地区（H27)
・水田放牧を実施している繁殖牛頭数：関係畜産農家　103頭（H27）、集落営農組織　37頭（H27)

うち一般財源（千円） 0 11,472

達成率

24.0

％

件
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取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 0
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 畜産農家、集落営農組織等

（２）意図 新たな畜産担い手の確保や水田のフル活用、獣害防止等に繋がる水田放牧を集中的に推進する。

集落営農組織等が行う水田放牧の試行から本格実施までを総合的に支援する。
①集落営農組織等の人材の技術習得を支援
・水田放牧実践スクールの開講　　・地域の畜産農家をアドバイザーに任命しサポート体制を構築
② 畜産農家と集落営農組織等が連携して行う水田放牧の試行及び本格実施を支援
・放牧牛バンク制度を創設し、登録した畜産農家に伝染病検査費用等の実費相当を支援　　・集落営農組織等が放牧牛バンクを活用し牛を借りる場合にレンタル
料を支援　　・畜産農家が集落営農組織等へ牛を貸し出すために行う増頭経費を支援

評価実施年度： 平成２９年度

28年度 29年度

38.0 47.0

事務事業の名称 水田を活用した畜産担い手育成強化事業

事務事業担当課長 畜産課長　川津章弘 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅰ－２－３
農林水産業の担い手の育成・確保

水田放牧実施件数
目標値

水田放牧に取り組む集落営農組織等の地区数

・今までに牛を扱ったことがない人に、牛や放牧への不安や恐怖心があること
・畜産農家の水田放牧に対する理解が不足していること

・できるだけ多くの集落営農組織等の方に、実際の牛や放牧を見て、触れてもらうことが必要
・畜産農家に耕畜連携の必要性を理解してもらうことが必要

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

⑤今年度新規

実績値

達成率

－

・水田放牧に興味を示す集落営農組織等がまだ少ない
・レンタル放牧に協力する畜産農家に地域的な偏りがある（協力する畜産農家がいない地域がある）

６.成果があったこと（改善されたこと）


